
(1)第綿号
と も し び 2005年7月1日

● び05・タ 罵 
ヽ 

人 o協 し .会」 

つま 

ご壷岳易 
・東京支部総会報告・規約改正の報告

・話念講演「少子高齢化社会と女性問題」 -番ケ瀬康子氏

・中東女性交流とNGOの活動

「
二
年
目
を
迎
え
て
」

-
急
が
れ
る
会
員
の
増
加
I

東
京
支
部
長

佐
々
木

澄
子

桜
が
満
開
の
横
浜
で
の
全
国
総
会
に
引

き
続
き
、
東
京
支
部
総
会
が
四
月
十
六
日

に
開
催
さ
れ
、
改
め
て
一
年
間
の
時
の
経

過
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の

委
員
が
新
し
い
仕
事
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
不
安
に
満
ち
た
出
発

で
し
た
が
、
こ
の
一
年
間
委
員
各
位
が
、

お
の
お
の
の
努
力
の
結
果
、
ス
ム
ー
ズ
に

委
貝
会
の
仕
事
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
、
委
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
培
わ
れ
ま
し
た
。

大
学
婦
人
協
会
は
、
こ
の
一
年
の
問
に

様
々
な
問
題
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
全
国
総
会
で
は
国
内
奨
学
生

の
た
め
の
募
金
の
設
立
も
よ
う
や
く
決
ま

り
ま
し
た
。

募
金
に
つ
い
て
は
、
意
見
も
様
々
で
す

が
、
財
政
難
の
現
状
に
お
い
で
は
ど
う
し

て
も
避
け
ら
れ
な
い
問
題
で
あ
り
、
そ
の

根
本
に
あ
る
の
は
近
年
続
い
て
お
り
ま
す

会
員
の
減
少
と
い
う
動
か
し
が
た
い
現
実

で
す
。

前
年
度
は
、
常
に
会
貝
の
増
加
を
念
頭

に
入
れ
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

結
果
と
し
て
二
十
三
名
の
減
少
に
終
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
年
齢
別
会
員
数
の
把

握
、
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
何
か
方

策
は
無
い
も
の
か
等
、
以
前
に
も
増
し
て

会
貝
増
加
に
重
点
を
置
き
活
動
し
て
い
き

た
い
の
で
、
会
貝
の
皆
様
に
も
ご
協
力
の

ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に

関
連
し
、
皆
様
が
お
友
達
に
入
会
を
お
勧

め
い
た
だ
け
る
よ
う
、
魅
力
あ
る
活
動
を

展
開
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
事
業

費
を
十
分
に
活
用
し
、
講
演
会
を
は
じ
め
、

「
と
も
し
ぴ
」
、
バ
ザ
ー
等
、
前
年
度
に
も

増
し
て
意
欲
的
に
や
っ
て
い
こ
う
と
一

同
、
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
調
査
研
究
費
を
復
活
い
た
し

ま
し
た
。
前
年
度
の
全
国
セ
ミ
ナ
ー
で
発

表
い
た
し
ま
し
た
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

追
跡
調
査
い
た
し
た
く
、
こ
れ
に
関
し
ま

し
て
は
委
員
以
外
の
方
々
の
ご
参
加
も
歓

迎
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
調
査
研
究

は
、
今
後
の
委
貝
会
活
動
の
柱
の
一
つ
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

幸
い
安
貞
一
同
、
一
年
間
の
経
験
を
踏

ま
え
意
欲
十
分
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
皆
様
、

よ
り
的
確
な
ご
指
導
と
ご
支
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

㈱大学婦人協会東京支部規約改正について 

① 規約第15条1「基本財産から生ずる収益」を「事業準備金およびその収益」に改正。 

② 規約第15条3「資産表および」を削除。 

⑧ 規約第16条4「この規約は、平成17午4月16日から一部改正し施行する。」を追加o 

東京支部総会で以上のように規約改正が承認されましたのでご報告致します。 

㈱大学婦人協会東京支部委貝会 



2005年7月1日
と も し び 第38号(2)

2004年度㈱大学婦人協会東京支部決算報告書

2004. 4. 1 -2005. 3.31

収入の部

2005年度予算

2005. 4. 1 -2α記. 3.31

(単位 円)

科 目 予算額 決算額 差 異 備 考 予覚額 備 考 

I会 費 収 入 l,305,00 1,258,000 -47,(X調 419口 1,2塊,(朋) 418ロ 

Ⅱ 基本財産利.郎文人 100 43 -57 50 

Ⅲ 連用財産利息収入 100 7 -93 10 

爪’寄 付 収 入 300,0α) 382,035 82.035 バザー サークル 講 300,(X調 バザー サークル 講 

演会一般参加費 他 演会一般参加費 他 

V 雑 収 入 30,200 30,200 0 入会還付金 賛助会員 30,飲畑 入会還付金 賞助会員 

還付金 他 還付金 他 

A 当期収入合計 1,635,400 l,670,285 34,885 1,拙,860 

B 前 期 繰 越 金 737,089 737,089 0 567,117 

C 収入合計(A十B) 2,372,489 2,407,374 排,885 2,151,977 

科 目 予算額 決算額 差 異 備 考 予算額 備 考 

I管 理 費 1,050,0α) 1,022,鎌櫓 -27,036 1,070,(X畑 

(l)備 品 費 10,0(畑 

0 88,319 

-10.000 

コピー代 用紙 他 

10,0α) 

コピー代 用紙 他 (2)消 耗 品 責 110,000 -21,68l 110,00 

(3)印 刷 製 本 賛 30,(X鳩 41,500 11,5(畑 支部のお知らせ 封筒 50,(X鳩 支部のお知らせ 封筒 

他 他 

(4)通 信 費 300,000 291,645 -8,355 300,000 支部のお知らせ とも 支部のお知らせ とも 

しび 本部会報 他 しび 本部会報 他 

(5)交 通 費 30,(XX) 31,500 1,500 30,(X" 発送交通費 発送手当 

(6)本部への分担金 570,00 570,肌) 0 本部への分担金 570,(鳩0 本部への分担金 

Ⅱ 運 営 費 120,0α) 121,016 1,016 120,000 

(1)絡 会 費 80,(X調 81,419 1.419 会場費 他 80,(畑) 会場費 他 

(2)安 貞 会 費 40,000 39,597 -403 40,(X畑 

Ⅲ 事 業 費 600.00 692,277 92,277 620,(X鳩 

(l)一 般 事 業 費 500,()α) 592,277 92,277 ともしぴ(2回) 講 5(調,000 ともしぴ(2回) 講 

演会 寄付 他 満会 寄付 他 

(2)国 内 奨 学 金 100.000 100,(X調 0 1(",000 国内奨学金寄付 国内奨学金寄付 

(3)調 査研 究 費 0 0 0 20,000 

Ⅳ 雑 費 10,(X調 4,00 -6,(X調 会計監査手当 10,000 

V 予 備 費 10.0α) 0 -10,000 10,000 

D 当期支出合計 1,7鎖),000 1,840,257 50,257 1,830,000 

E 当期収支差額(A-D) -1艶,600 -169,972 -15,372 -245,140 

F 次期操越金(C-D) 鵜2,489 567,117 ー15,372 321,977 

基本財産状況: 普通預金 半4,360,00 中央三井信託銀行新宿西口支店

連用財産状況:繰越金 普通預金 半4紳,762 中央三井信託銀行新宿西口支店

現 金 半82, 355

会 計 田辺範子 森川淳子

厳正に監査いたしました結果、正確に記載されており、間違いないことを証明いたします。

2005年4月16日 会計監査 坂上栄美子 三浦由紀子(印省略〉



2(調5牛7月1日びしも>
」

(3)第綿号

(
東
京
支
部
総
会
諦
念
講
演
)

「
少
子
高
齢
化
社
会
と

女
性
問
題
」

講
師
一
番
ケ
瀬

康
子
氏

二
〇
〇
五
年
四
月
十
六
日
(
土
)
、
東
京

支
部
総
会
で
の
基
調
講
演
は
、
一
番
ケ
瀬

康
子
先
生
に
よ
り
表
記
の
よ
う
な
タ
イ
ト

ル
で
行
わ
れ
た
。
ま
さ
に
時
宜
を
得
た
お

話
で
あ
っ
た
。
日
本
は
い
ま
、
少
子
高
齢

化
に
よ
り
社
会
全
体
に
変
化
が
起
き
始
め

て
い
る
し
、
男
性
よ
り
長
命
な
女
性
の
老

後
生
活
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
よ
う
に
な

ろ
う
か
。
第
一
に
進
行
す
る
高
齢
化
の
中

で
の
年
金
へ
の
関
心
と
不
安
、
第
二
に
女

性
の
低
年
金
と
介
護
の
問
題
、
第
三
に
自

助
と
し
て
の
貯
蓄
と
、
子
ど
も
へ
の
期
待

の
限
界
。
そ
の
た
め
に
互
助
=
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
必
要
性
、
第
四
に
老
い
て
な
お
学

び
続
け
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

日
本
社
会
は
、
高
齢
化
に
入
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
国
連
に
よ
る
と
、
高
齢
社

会
と
は
全
人
口
中
六
十
五
歳
以
上
人
口
が

十
四
%
を
超
え
た
場
合
を
い
い

(
ち
な
み

に
高
齢
化
社
会
と
は
七
%
を
基
準
に
し
て

い
る
)
、
そ
の
速
度
は
主
要
な
国
の
中
で
、

最
近
、
我
が
国
は
わ
ず
か
二
十
四
年
で
到

達
し
た
。
ま
た
、
各
国
と
も
女
性
の
占
め

る
割
合
が
高
い
。
そ
れ
は
第
二
十
八
回
(
二

〇
〇
四
年
)

I
F
U
W
総
会
で
採
決
さ
れ

た
決
議
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

私
の
心
に
響
い
た
の
は
、
先
生
が
「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
復
興
記
念
-
そ
の
後
の

十
年
」
(
神
戸
支
部
)
の
冊
子
を
手
に
し
て

言
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
こ
の
中
に
こ
う

い
う
一
節
が
あ
る
。
"
そ
の
年
の
春
、
神
戸

で
開
か
れ
る
は
ず
の
総
会
は
ふ
い
に
な
っ

た
。
…
混
乱
の
地
域
社
会
に
む
か
っ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
大
学
婦
人
協
会
が
機

能
す
る
場
を
な
ぜ
持
て
な
か
っ
た
か
。
〃
と

問
い
直
し
て
い
る
が
、
大
切
な
こ
と
で
は

な
い
か
。
」
と
。
講
演
が
始
ま
る
前
、
受
付

に
積
ん
で
あ
っ
た
冊
子
を
取
り
、
私
の
話

し
か
け
な
ど
耳
に
も
入
ら
ず
、
読
ん
で
い

ら
し
た
ご
様
子
と
共
に
心
に
残
っ
た
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
。
「
高
学
歴
の
女
性
の

中
に
は
、
社
会
福
祉
に
か
か
わ
る
方
が
多

い
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。

く
わ
し
く
は
な
か
っ
た
が
、
石
井
華
子
に

ふ
れ
て
お
ら
れ
た
。
華
子
は
、
日
本
で
最

初
の
知
的
障
害
者
施
設
を
創
っ
た
。
家
庭

教
師
の
教
育
で
二
カ
国
語
を
駆
使
、
津
田

梅
子
と
共
に
華
族
学
校
で
教
え
、
公
式
訪

米
な
ど
は
た
し
て
い
る
。
ま
さ
に
高
等
教

育
を
受
け
た
女
性
で
あ
っ
た
。
野
口
幽
香
、

山
高
し
け
り
等
は
東
京
女
子
師
範
学
校

(
お
茶
大
)
卒
、
三
田
庸
子
は
日
本
女
子
大

出
身
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

そ
し
て
最
後
に
「
大
学
婦
人
協
会
も
こ

う
し
た
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
こ
と
し
て
く
だ

さ
い
」
と
結
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

(
林

千
代
)

て
支
部
長
よ
り
説
明
が
あ
り
支
部
規
約
第

1
 
5
条
I
l
、
第
1
 
5
条
-
3
、
第
1
 
6
条
I
4

の
改
正
を
承
認
。
続
い
て
2
0
0
5
年
度

の
事
業
計
画
案
、
予
算
案
も
審
議
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

(
東
京
支
部
総
会
報
告
)

書
記

細
田

照
子

2
0
0
5
年
度
東
京
支
部
総
会
は
、
4

月
1
6
日
(
土
)
津
田
ホ
ー
ル
内
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
会
貝
数
4
6
1
名
中
、
総
出
席
者

教
場
名
、
有
効
委
任
状
提
出
者
数
1
8
6

名
で
総
会
は
成
立
。

佐
々
木
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
議
事
に

入
り
、
2
0
0
4
年
度
事
業
報
告
、
決
算

報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
が
行
わ
れ
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

次
に
審
議
に
移
り
、
規
約
改
正
に
つ
い

議
事
終
了
後
、
I
A
U
W
今
井
会
長
よ

り
ご
挨
拶
を
頂
き
通
常
総
会
の
ご
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
一
番
ケ
瀬
康
子
氏
の
「
少

子
高
齢
化
社
会
と
女
性
問
題
」
と
い
う
演

題
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
前
、
社
会
福
祉
委
貝
長
を
な
さ
っ
て

い
た
と
の
事
で
、
大
学
婦
人
協
会
も
是
非

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
け

て
く
だ
さ
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。



第靭号(4)びしもY
」

2005年7月1日

(
第
四
八
回
通
常
総
会
報
告
)

副
支
部
長

福
士

仁
三
代

全
国
総
会
は
4
月
9
・
1
0
日
横
浜
で
開

催
さ
れ
た
。
今
年
は
寒
い
日
が
続
き
待
っ

て
い
て
く
れ
た
か
の
よ
う
に
満
開
の
桜
の

も
と
で
の
総
会
と
な
っ
た
。

初
日
は
評
議
委
員
会
、
支
部
長
懇
談
会
、

夜
に
は
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

下
野
昇
さ
ん
の
楽
し
い
ト
ー
ク
を
交
え

て
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
懐
か
し
い
日
本
の
歌

な
ど
、
テ
ノ
ー
ル
の
響
き
に
会
場
は
暖
か

く
包
ま
れ
た
。

懇
親
会
後
、
青
木
玲
子
さ
ん
、
房
野
性

さ
ん
に
よ
る
「
パ
ー
ス
I
F
U
W
総
会
の

報
告
会
」
が
開
か
れ
た
。
7
7
の
加
盟
国
を

持
つ
重
F
U
W
の
役
割
、
国
連
と
の
関
係
、

財
政
的
な
実
状
な
ど
、
I
F
U
W
の
国
際

的
な
立
場
を
理
解
す
る
上
で
貴
重
な
機
会

で
あ
っ
た
。

翌
日
の
総
会
に
は
、
2
5
支
部
、
1
8
8

名
(
東
京
支
部
か
ら
は
約
0
0
名
)
が
出
席

し
た
。

今
井
会
長
を
議
長
に
、
例
年
ど
お
り
各

委
員
会
、
国
庫
補
助
事
業
な
ど
の
活
動
報

告
が
あ
っ
た
。
今
回
は
前
日
の
支
部
長
懇

談
会
の
報
告
も
行
わ
れ
、
国
内
奨
学
金
や

I
A
U
W
の
活
動
内
容
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
各
支
部
長
か
ら
活
発
な
意
見
や
要
望

が
出
さ
れ
た
。
本
部
の
動
き
を
常
に
見
聞

き
で
き
る
東
京
支
部
と
異
な
り
、
直
に
接

す
る
機
会
の
少
な
い
各
支
部
の
抱
え
る
問

題
点
や
実
状
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き

た
。午

後
か
ら
は
審
議
・
懇
談
が
行
わ
れ

た
。
国
内
奨
学
金
資
金
設
立
の
た
め
の
募

金
事
業
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た

財
政
状
況
の
詳
し
い
説
明
の
後
、
活
発
な

審
議
を
経
て
可
決
さ
れ
た
。
ま
た

2
0
0
4
年
度
で
終
了
し
た
国
庫
補
助
事

業
に
代
わ
る
事
業
に
つ
い
て
は
今
後
の
課

題
で
あ
る
も
の
の
、
今
年
度
は
「
日
本
・

中
東
女
性
交
流
」

の
担
当
団
体
と
し
て
の

事
業
を
実
り
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
ぎ
れ

た
。横

浜
は
1
0
年
前
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

直
後
の
通
常
総
会
と
I
F
U
W
総
会
が
開

か
れ
た
地
と
聞
く
。
そ
の
頃
の
l
A
U
W

を
知
ら
な
い
私
は
「
大
学
婦
人
協
会
五
十

年
史
」
を
開
い
て
み
た
。
m
年
前
か
ら
さ

ら
に
遡
る
こ
と
5
0
年
に
亘
り
諸
先
輩
の
築

か
れ
た
も
の
の
大
き
さ
に
改
め
て
感
慨
を

覚
え
た
。

神
奈
川
支
部
の
皆
様
に
は
、
磯
子
の
丘

の
春
を
思
わ
せ
る
暖
か
い
お
も
て
な
し
に

御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

(
次
期
総
会
は
2
0
0
6
年
4
月
8
・
9

日
、
秋
田
開
催
予
定
)

(
東
京
支
部
講
演
会
)

(
.
〇
5
・
5
・
空

女
性
の
つ
く
る
2
 
1
世
紀
の
平
和
構
想

-
暴
力
の
連
鎖
を
締
く
た
め
に
-

諮
師

竹
中

千
春
氏

私
た
ち
女
性
が
2
1
世
紀
の
平
和
の
た
め

に
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
明
治
学
院
大
学
国
際
学
部
の
竹
中
千
春

教
授
に
お
話
を
伺
っ
た
。

た
か
?
」
と
尋
ね
ら
れ
た
。
私
た
ち
は
大

笑
い
を
し
て
し
ま
っ
た
が
、
世
界
に
は
紛

争
地
域
に
生
ま
れ
、
貧
困
と
暴
力
以
外
の

社
会
を
知
ら
な
い
人
は
多
い
。
命
の
危
険

な
し
に
外
を
歩
け
な
い
人
や
国
が
あ
る
の

た
。暴

力
の
な
い
世
界
を
作
る
に
は
人
を
殺

さ
な
い
と
い
う
確
固
と
し
た
信
念
を
持
つ

こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
女
性
が
主
体
と
な
っ
た
日
常
か
ら
の
平

和
構
築
と
仲
間
作
り
(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

形
成
)
が
必
要
だ
と
述
べ
ら
れ
た
。
暴
力

の
供
給
を
無
く
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
共
同

で
学
ん
で
作
り
上
げ
、
次
の
世
代
に
繋
げ

て
い
く
こ
と
が
平
和
と
豊
か
さ
を
生
み
出

す
と
い
う
こ
と
だ
。

会
場
で
は
活
発
に
質
問
も
出
て
、
参
加

者
の
関
心
の
高
さ
が
頴
も
し
か
っ
た
。

先
生
は
国
際
政
治
学
が
ご
専
門
で
あ

り
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
非
暴
力
主
義
に
深
い

感
銘
を
受
け
て
こ
の
道
に
進
ま
れ
た
。
イ

ン
ド
現
代
史
、
民
族
・
宗
教
紛
争
、
平
和

と
女
性
に
関
す
る
著
作
も
数
多
い
。

「

安
全
で
豊
か
な
世
界
を
作
る
に
は
戦
争
一

緒
網
羅
彊
一

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
o
先
生
か
ら
「
皆
一

さ
ん
は
ご
自
宅
か
ら
千
駄
ヶ
谷
の
こ
の
会
一

場
ま
で
来
る
の
に
命
の
危
険
を
感
じ
ま
し
一

(
堀
内

洋
子
)

粛
イ

会
貝
増
加
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

東
京
支
部
の
会
員
が
減
少
し
て
お
り
一

ま
す
。
ご
家
族
や
ご
友
人
へ
の
勧
誘
を

是
非
お
願
い
し
ま
す
。

東
京
支
部
主
催
の
行
事
・
講
演
会
・

見
学
会
・
サ
ー
ク
ル
に
お
誘
い
く
だ
さ

ヽ

○

-
i
V

ー
.
」
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一
難
誹
中
東
女
性
交
流
一
共
催

(
,
0
5
・
3
・
馨

中
東
女
性
交
流
と
N
G
O
の
活
動

-
そ
の
発
展
過
程
と
今
日
の
意
味
-

諸
姉

山
口

み
つ
子
氏

本
年
度
、
J
A
U
W
が
全
国
的
な
事
業

と
し
て
企
画
し
て
い
る

「
日
本
・
中
東
女

性
交
流
」
は
、
「
国
連
N
G
O
国
内
婦
人
委

員
会
」

の
主
催
、
外
務
省
の
後
援
と
い
う

形
で
行
わ
れ
る
。
で
は
、
国
連
N
G
O
国

内
婦
人
委
貝
会
と
は
、
ど
の
よ
う
な
組
織

な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
中
東
女
性
交
流

は
ど
の
よ
う
に
始
め
ら
れ
、
今
日
に
至
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

今
回
は
、
こ
れ
ら
を
最
も
熟
知
し
て
お

ら
れ
る
山
口
み
つ
子
氏
を
講
師
に
お
迎
え

し
、
三
月
十
二
日
に
四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー

で
お
話
を
伺
っ
た
。

同
氏
は
現
在
、
㈱
市
川
房
枝
記
念
会
常

務
理
事
、
国
連
N
G
O
国
内
婦
人
委
貝
会

事
務
局
長
な
ど
を
務
め
て
お
ら
れ
る
。

日
本
が
国
連
に
加
盟
し
た
の
は
、
一
九

五
六
年
十
二
月
の
第
十
一
回
総
会
。
そ
の

前
年
に
I
A
U
W
な
ど
、
国
際
組
織
に
屈

し
て
い
る
五
つ
の
女
性
団
体
が
、
外
務
大

臣
に
「
国
連
の
代
表
団
に
女
性
も
!
」
と

い
う
要
望
書
を
提
出
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
動
き
に
さ
ら
に
二
団
体
が
加
わ
り
、
一

九
五
八
年
八
月
一
日
に
国
連
N
G
O
国
内

婦
人
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
日
本
に
お
け

る
初
の
N
G
O
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
現
在

は
十
団
体
が
加
盟
し
、
第
十
二
回
総
会
以

来
、
こ
の
N
G
O
が
推
薦
し
た
女
性
が
政

府
代
表
団
の
一
貝
と
し
て
、
国
連
総
会
第

三
委
員
会
に
出
席
し
、
大
き
な
働
き
を
し

て
き
た
。
J
A
U
W
か
ら
は
こ
れ
ま
で
に

数
名
が
代
表
と
な
っ
て
活
躍
を
し
て
き
て

い
る
が
、
一
九
七
九
年
の
「
女
子
差
別
撤

廃
条
約
」
採
決
に
際
し
て
賛
成
の
ボ
タ
ン

を
押
し
た
の
は
、
そ
の
一
人
で
あ
る
中
村

道
子
元
J
A
U
W
会
長
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
そ
の
後
の
N
G
O
委
員
会
の
努
力
で

国
内
法
が
整
備
さ
れ
、
差
別
撤
廃
条
約
批

准
へ
の
推
進
役
を
果
た
す
な
ど
、
今
日
ま

で
多
く
の
活
動
を
し
て
き
て
い
る
。

一
九
九
五
年
に
日
本
・
ヨ
ル
ダ
ン
問
の

文
化
交
流
が
調
印
さ
れ
、
外
務
省
の
仲
介

に
よ
っ
て
九
六
年
一
月
に
ヨ
ル
ダ
ン
か
ら

五
名
の
指
導
的
立
場
の
女
性
を
招
き
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
っ
た
の
が
、
中
東
女
性

交
流
の
始
ま
り
。
そ
の
後
エ
ジ
プ
ト
、
パ

レ
ス
チ
ナ
が
加
わ
っ
た
が
、
国
連
N
G
O

国
内
婦
人
委
員
会
が
主
催
し
、
加
盟
十
団

体
が
順
に
担
当
団
体
と
な
っ
て
実
施
し

て
、
今
年
は
十
年
の
節
目
を
迎
え
る
。
中

東
と
の
交
流
・
相
互
理
解
こ
そ
が
平
和
へ

の
道
と
語
る
山
口
氏
は
、
今
年
度
の
「
日

本
・
中
東
女
性
交
流
」

へ
の
期
待
を
込
め

て
講
演
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。

〔
参
考
資
料
‥
国
連
N
G
O
婦
人
委
員
会

編
「
国
連
・
女
性
・
N
G
O
」
(
発
行
㈱
市

川
房
枝
記
念
会
)
〕

(
阿
部

幸
子
)

献
し
て
い
る
。
当
時
の
指
導
教
授
は
そ
の

積
極
性
・
熱
意
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

堀
博
士
は
「
細
胞
分
裂
で
細
胞
が
二
つ

の
娘
細
胞
に
均
等
に
分
配
さ
れ
る
」
様
子

と
そ
の
原
因
を
解
き
明
か
す
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
る
。
共
同
研
究
者
は
そ
の
優
れ
た

実
験
技
術
と
積
極
性
を
述
べ
ら
れ
た
。

贈
呈
式
は
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
開

催
さ
れ
た
。
会
長
挨
拶
・
選
考
経
過
報

告
・
賞
の
贈
呈
後
、
受
賞
諦
演
が
行
わ
れ

た
。
共
に
基
礎
的
な
研
究
で
あ
る
が
話
は

解
り
易
く
優
れ
た
女
性
研
究
者
の
成
長
が

伺
わ
れ
た
。
会
貝
多
数
参
加
の
盛
会
だ
っ

た
。

(
平
川

暁
子
)

(
第
1
回
寺
田
科
学
研
究
奨
励
賞

贈
呈
式
)

(
.
〇
5
・
5
・
1
)

今
回
の
受
賞
者
は
奈
良
女
子
大
学
理
学

部
助
教
授
の
肥
山
詠
美
子
博
士
(
原
子
核

物
理
学
・
九
大
院
卒
)
と
テ
マ
セ
ク
生
命

科
学
研
究
所
室
長
‥
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立

大
学
理
学
部
併
任
助
教
授
の
堀
麻
希
博
士

(
細
胞
生
物
学
・
北
大
院
卒
)

で
あ
る
。

肥
山
博
士
は
物
理
学
の
基
本
的
な
課
題

で
あ
る
「
量
子
力
学
的
小
数
粒
子
系
の
問

題
を
精
密
に
解
く
」
計
算
方
法
を
大
学
院

在
学
中
に
提
唱
し
、
そ
れ
を
活
用
し
て
原

子
核
物
理
学
や
宇
宙
物
理
学
の
課
題
に
貢
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(
国
内
奨
学
金
受
賞
者
の
エ
ッ
セ
イ
)

「
児
童
労
働
へ
の
関
心
と

国
際
法
の
役
割
」

早
稲
田
大
学
法
学
研
究
科

岩
下
奈
々
蛤

私
は
も
と
も
と
家
庭
の
事
情
か
ら
、
ま

た
女
子
が
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
関
す
る

周
囲
の
意
識
か
ら
も
、
必
ず
し
も
高
等
教

育
が
当
然
と
は
い
え
な
い
環
境
に
い
ま
し

た
。
そ
れ
だ
け
に
、
途
上
国
で
子
ど
も
た

ち
が
貧
困
の
た
め
初
等
教
育
さ
え
も
満
足

に
受
け
ら
れ
ず
働
か
ざ
る
を
え
な
い
状
態

に
あ
る
こ
と
や
、
特
に
女
の
子
が
様
々
な

面
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
差
別
に
さ
ら
さ
れ
て

不
利
を
被
り
、
人
生
の
選
択
の
幅
を
狭
め

ら
れ
て
い
る
事
実
に
は
我
が
事
の
よ
う
に

心
が
痛
み
ま
す
。

そ
こ
で
途
上
国
の
児
童
労
働
問
題
に
着

目
し
て
き
た
の
で
す
が
、
そ
の
過
程
で
、

法
が
問
題
解
消
に
果
た
せ
る
役
割
の
限
界

や
、
途
上
国
に
お
け
る
法
の
形
骸
化
と
い

う
現
実
に
突
き
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。し

か
し
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
法
が
軽

ん
じ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
も
ま
た

事
実
で
す
。
明
文
規
定
で
権
利
の
保
障
や

規
制
が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
権
利
実
現
や
救
済
の
要
求
を
な

う
根
拠
さ
え
も
失
う
事
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
子
ど
も
の
人
権
の
保
護
や
搾
取

的
な
子
ど
も
の
労
働
の
規
制
に
関
し
て

は
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
や
国
際
労
働
機

関
の
関
連
条
約
の
非
常
に
広
範
な
批
准
と

い
う
形
で
、
国
際
法
上
の
履
行
義
務
が
普

遍
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
そ
の
不
作
為
は
国
際
社
会

の
目
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
責
任
を

厳
し
く
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
法
が
十
分
に
機
能
し
な
い

国
に
関
し
て
も
何
ら
か
の
行
動
が
促
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
人
身
売

買
な
ど
国
際
的
な
犯
罪
が
絡
ん
だ
子
ど
も

の
搾
取
に
つ
い
て
、
各
国
間
で
の
罰
則
の

平
準
化
や
、
国
際
刑
事
司
法
協
力
の
調
整

と
い
う
意
味
で
の
国
際
法
の
役
割
の
増
大

も
見
逃
せ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
統
一

が
難
し
い
と
い
わ
れ
る
刑
事
法
分
野
で
の

対
策
の
促
進
が
、
子
ど
も
の
一
層
の
保
護

に
つ
な
が
る
こ
と
と
信
じ
ま
す
。

そ
し
て
今
後
も
こ
の
よ
う
な
多
面
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
駆
使
し
て
、
子
ど
も
の
保

護
に
つ
い
て
研
究
を
深
め
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

し
、
不
履
行
に
対
し
て
国
家
の
責
任
を
問

(
情
報
委
員
会
か
ら
の
お
願
い
)

-
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン

お
譲
り
く
だ
さ
い
ー

今
日
で
は
、
重
C
T
機
器
を
使
わ
ず
に

は
生
活
が
で
き
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
ま

で
に
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
、
I
C
T
機
器
が

日
常
生
活
全
般
に
普
及
し
、
ま
た
、
そ
れ

ら
機
器
の
進
歩
(
?
)
、
変
化
に
は
隆
昌
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
実
際
、
情
報
の
受
発
信
に

パ
ソ
コ
ン
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

情
報
委
員
会
で
は
、
本
部
事
務
所
で
パ

ソ
コ
ン
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ

ン
と
初
め
て
付
き
合
う
方
、
パ
ソ
コ
ン
に

興
味
を
お
持
ち
の
方
た
ち
と
い
っ
し
ょ

に
、
パ
ソ
コ
ン
ア
レ
コ
レ
を
学
び
合
っ
て

い
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
疑
問
を
解
明
し
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
楽

し
く
ワ
イ
ワ
イ
集
っ
て
い
ま
す
。

是
非
、
覗
き
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
程
は
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

こ
の
教
室
を
よ
り
多
く
の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
パ
ソ
コ
ン
を
用
意

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
お
手
許
に
ご

不
要
の
パ
ソ
コ
ン
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う

か
。
お
譲
り
い
た
だ
け
る
方
は
事
務
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

機
種
は
「
W
・
1
n
d
O
W
S
撚
以
降
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
」

に
限

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

教
室
へ
の
ご
参
加
、
パ
ソ
コ
ン
の
ご
提

供
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。題
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(7)第綿号

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
に

入
り
ま
せ
ん
か
1

昨
年
は
念
願
の
合
同
句
集
「
青
胡
桃
」

を
上
梓
し
ま
し
た
。

今
号
か
ら
順
次
サ
ー
ク
ル
の
ご
紹
介
を

し
て
い
き
ま
す
。

楽
し
い
俳
句
会

小
池

朋
子

俳
句
は

わ
ず
か
十

七
文
字
の

短
い
詩
で

す
が
、
大

き
な
世
界

や
人
生
を

詠
む
こ
と

が
で
き
ま

す
。毎

月
の

句
会
で
は

四
旬
投
句

し
、
各
々

青
柳
や
織
り
手
替
わ
り
し
機
の
音

青
梅
雨
を
実
直
に
割
り
ぬ
横
須
賀
線

波
頭
鋭
角
と
な
り
夏
き
ざ
す

板
前
の
赤
絵
の
皿
に
夏
を
盛
る

オ
カ
リ
ナ
の
音
色
を
乗
せ
て
風
涼
し

あ
り
が
と
う
の
絵
手
紙
は
み
た
す
紅
梅

「
テ
デ
ッ
ク
レ
」
「
ア
シ
デ
ア
ル
ケ
」
と

ほ
と
と
ぎ
す

五
歳
児
の
バ
ッ
タ
ー
姿
や
新
樹
光

の
び
あ
が
り
ま
た
横
た
わ
り
猫
の
夏

新
樹
光
御
目
伏
せ
た
る
石
地
蔵

残
雪
に
響
勤
む
伐
採
の
杉
の
音

花
の
下
若
き
母
あ
り
満
行
す

れ

掌掌掌享学事
い 邦 昭 和 洋 美
子 子 子 子 子 子

特
選
に
採
っ
た
句
に
つ
い
て
自
分
の
感
想

を
述
べ
ま
す
。
ま
た
、
先
生
が
一
句
ず
つ

丁
寧
に
講
評
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
句
か
ら
、
作
者
の
意
外
な
私
生
活

や
人
柄
も
窺
う
こ
と
が
で
き
、
共
感
し
た

り
大
笑
い
し
た
り
し
て
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

各
係
の
チ
ー
フ
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

◆
会
貝
係

係
の
仕
事
も
二
年
日
に
入
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
会
報
と
講
演
・
見
学
会
の

お
知
ら
せ
を
確
実
に
お
届
け
で
き
る
よ
う

今
年
度
も
会
貝
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら

パ
ソ
コ
ン
で
の
名
簿
管
理
や
宛
名
シ
ー
ル

作
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
住
所
変
更
等

の
ご
連
絡
は
お
早
め
に
支
部
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

(
長
谷
川
千
恵
子
・
三
浦
久
子
)

◆
講
座
・
見
学
係

本
年
度
は
、
4
月
に
日
本
女
子
大
学
名

誉
教
授
一
番
ケ
瀬
康
子
氏
、
5
月
に
明
治

学
院
大
学
国
際
学
部
教
授
竹
中
千
春
氏
の

講
演
会
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
6
月
2
9

日
に
日
本
銀
行
本
店
・
金
庫
見
学
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
企
画
は
大
変
好
評

で
、
多
数
の
皆
様
の
お
申
し
込
み
が
あ
り
、

1
回
目
は
締
め
切
り
ま
し
た
。
1
 
1
月
に
2

回
目
の
見
学
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

今
後
も
会
員
の
皆
様
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
係
一
同
よ
い
企

画
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

(
早
瀬
陽
子
・
渡
辺
加
代
)

◆
バ
ザ
ー
係

お
陰
様
で
昨
年
度
も
無
事
に
奨
学
金
の

一
助
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
年
度
は
例
年
行
わ
れ
て
い
た
十

月
の
全
国
セ
ミ
ナ
ー
で
の
バ
ザ
ー
の
開
催

が
、
期
待
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
の
場
や
方
法
を
見
直
す
時
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
バ
ッ
ク
の
注

文
制
作
を
始
め
ま
し
た
。
お
好
み
の
ビ
ー

ズ
、
綺
擬
な
タ
オ
ル
や
お
手
持
ち
の
布
で

仕
上
げ
、
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

日
頃
会
員
の
皆
様
に
品
物
や
ア
イ
デ
ア

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。今

後
と
も
宜
し
く
ご
協
力
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

(
吉
原

雅
子
)

◆
サ
ー
ク
ル
係

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
、
東
京

支
部
で
は
現
在
五
つ
の
サ
ー
ク
ル
が
活
動

中
で
す
。
趣
味
も
勉
強
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
た
ら
…
、
と
一
一
百
う
方
々
の
集
ま
り
で

す
。
会
貝
の
皆
様
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す

(
詳
し
く
は
サ
ー
ク
ル
紹
介
の

棚
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
)
。(

福
士

仁
三
代
)

◆
「
と
も
し
び
」
係

東
京
支
部
の
活
動
の
報
告
、
お
知
ら
せ

を
載
せ
て
年
二
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

東
京
支
部
も
「
会
員
の
減
少
」
と
い
う

問
題
が
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
東

京
支
部
の
会
員
の
増
加
に
紫
が
る
よ
う
な

紙
面
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

皆
様
の
ご
意
見
・
ご
指
導
を
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
原
稿
も
募
集

し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
気
軽
に
「
と

も
し
び
」
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

(
端
本

和
子
)
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事
業
報
告
・
予
定

4
・
90

4
・
1
 
6

6
・
2
9

7
・
l

l
A
U
W

(
於
・
横
浜
)

第
4
8
回
通
常
総
会

東
京
支
部
総
会

記
念
講
演
「
少
子
高
齢
化
社
会

と
女
性
問
題
」

諦
師
一
番
ケ
瀬
康
子
氏

守
田
科
学
研
究
奨
励
賞

贈
呈
式

講
演
会
「
女
性
の
つ
く
る
2
 
1
世

紀
の
平
和
構
想
」

講
師

竹
中
千
春
氏

見
学
会
「
日
本
銀
行
本
店
・
金

庫
の
見
学
」

「
と
も
し
び
」
第
紘
号
発
行

79112133
・
l

調
査
研
究

講
演
会

見
学
会
「
日
本
銀
行
本
店
・
金

庫
の
見
学
I
Ⅱ
」

第
5
回
自
然
科
学
諮
演
会

科
学
研
究
奨
励
委
員
会
と
共
催

新
春
の
集
い
・
国
内
奨
学
金
贈

呈
式

講
演
会

「
と
も
し
ぴ
」
第
3
9
号
発
行

以
後
の
事
業
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
の
新
委
貴

"
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
〃

昨
年
秋
よ
り
お
仲
間
に
い
れ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
生
き
生
き
と
活
動
す
る
支
部

の
先
輩
諸
姉
に
学
び
な
が
ら
、
少
し
で
も

お
役
に
立
て
た
ら
、
ま
た
自
分
が
楽
し
め

た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

浜
田
和
子

つ
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、
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.
●
、
・
.
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青
英
語
講
座

●
第
一
・
第
三
金
曜
日午

前
十
時
-
十
二
時

・
大
久
保
地
域
セ
ン
タ
ー
三
階

・
講
師
・
松
本
節
也
元
法
政
大
学
教
授

「
さ
し
絵
入
り
英
国
史
」
を
諦
話
中
。

請
師
に
よ
る
詳
細
な
訳
註
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
用
の
テ
ー
プ
、
参
考
資
料
を
も
と
に

輪
読
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
を
若
干
名
募
集
中
で
す
。

・
連
絡
先
・
中
山
正
子

(
魯
〇
四
五
-
五
四
一
-
二
四
八
一
)

青
楽
し
い
俳
句
会

●
第
三
水
曜
日

午
後
一
時
半
-
三
時
半

・
l
A
U
W
事
務
所
会
議
室

●
講
師
・
柴
崎
宮
子
会
貝

(
俳
人
協
会
会
員
)

数
名
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
初
心
者
も

歓
過
し
ま
す
。
ま
た
、
見
学
も
歓
迎
い

た
し
ま
す
。

・
連
絡
先
・
小
池
朋
子

(
寄
〇
四
五
-
九
〇
二
-
九
七
三
〇
)

青
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
重
)

●
第
三
・
第
四
水
曜
日

午
前
十
時
半
-
十
二
時
半

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
員

「
鈴
虫
」

の
巻
を
読
ん
で
い
ま
す

若
干
名
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
ご
入
会

ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

・
連
絡
先
・
平
田
宏
子

(
寄
〇
四
七
一
-
四
三
-
一
五
七
三
)

青
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
Ⅱ
)

・
第
二
・
三
・
四
火
曜
日

午
前
十
時
-
十
二
時

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
員

「
若
菜
」
の
巻
を
読
ん
で
い
ま
す
。

数
名
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
ご
入
会
希

望
の
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

・
連
絡
先
・
中
山
律
子

(
寄
〇
三
-
三
三
三
六
-
四
六
二
人
)

冒
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

●
第
三
火
曜
日

午
後
一
時
半
-
三
時
半

・
J
A
U
W
事
務
所
会
議
室

・
諮
師
・
河
井
尚
子
会
貝

初
心
者
歓
迎
で
す
。
お
花
と
向
き
合
う

時
間
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
若
干
名
、

余
裕
が
あ
り
ま
す
。

・
連
絡
先
・
山
崎
邦
子

(
種
〇
四
五
-
八
八
一
-
九
〇
〇
二
)

会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
た
め
に
、

ど
の
サ
ー
ク
ル
も
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
余
裕
が
あ

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
入
会
希

望
の
方
は
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
会
費
納
入
の
お
願
い

会
費
未
納
の
方
は
、
用
紙
の
裏
の
「
払

い
込
み
の
ご
案
内
」
を
参
照
の
上
、
早
め

に
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

★
住
所
変
更
な
ど
の
ご
連
絡
は
事
務
所
ま

で
お
願
い
致
し
ま
す
。

★
使
用
ず
み
の
切
手
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
な
ど
事
務
所
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

(
編
集
後
記
)

全
国
総
会
に
出
席
し
て
、
諸
先
輩
方
の

大
学
婦
人
協
会
に
対
す
る
思
い
入
れ
の
深

さ
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
「
と
も
し
び
」
を

通
し
て
、
輝
か
し
い
伝
統
を
引
き
継
い
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。(

編
集
委
貝
一
同
)

と
も
し
び
三
八
号

発
行
日

二
〇
〇
五
年
七
月
一
日

発
行
社
団
法
人
大
学
婦
人
協
会
東
京
支
部

編
集
と
も
し
び
係

〒
肌
酬
新
宿
区
左
門
町
十
一
番
六
二
〇
一

憎
〇
三
三
三
五
人
i
二
八
八
二

印
刷
タ
ナ
カ
印
刷
㈱

軸
〇
三
i
三
三
五
八
二
一
八
八
九


